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TS S端末としてのマイコン利用法(3)

TSS端末としてのマイコン利用法(る)

-BASICで書かれた英文清書システムROFFのサブシステムー

桑折　範彦*

1.　はじめに

英語で論文を作成しなければならない我々研究者にとって,英文清書システムの必要性は高い.九

大大型計算機センター(以後センターと書く)においては　ROFF[1] ,ATF[2]のシステム

が使用出来る.両システム共機能が豊富で便利であるが,論文を修正するたびにセンターまで出力を

取りに行かなければならないのが一つの難点である. TSS端末としてマイコンを利用している場合,

論文作成,修正時にはマイコンだけでテキストファイルを作成し,また,清書を出力できて,最終的

にはそのテキストファイルをセンターの計算機に転送して,センターの優れたシステムを利用するこ

とが出来ると便利であると考えられる.マイコンで出来ることをマイコンで行なうことによって,マ

イコンだけでなく大型計算機もそれを必要とする仕事に有効に利用することが可能になる.そこで私

自身が良く利用しているROFF**について,そのコマンドの一部分必要なもののみを解読して清書

するROFFのサブシステム打SROFF打をBASICで作成したので,ここに紹介する.

ここでは,ROFFシステム及びそのコマンドについては文献[1 ]を参照してもらうか,あるい

は,すでに知っていると仮定する. SROFFにおける制限,使用法,プログラムの唄に説明する.

2. SROFFにおける制限

SROFFでは先に述べた様に, ROFFのコマンドの中で一部必要なものだけを解読する.これは

BASICインタープリ-タによる実行速度を考慮して,ある程度の処理速度を確保するためと,プロ

グラムを簡単にしたいためである.付録1に, SROFFで使用できるコマンドと制限をROFFのコ

マンド一覧表に加えて示した.

SROFFが解読するコマンドは以下に示すものだけで他は無視される.空白行の挿入:. ls,.sp

S行の出力　　BR,. TB IN CL　　　貢の変更:."BP j　行の詰め:.F工,.FI NJ

センタリング　　CE,.CE N　　制御文字定義:.cc　★　　　cc　★　　　cc　★Mi　マ

クロ定義:. mv.　自動分節,辞書登録,サブタイトル指定等の機能は全て省いた.全てを盛り込

もうとして,プログラムが完成出来なくなることを恐れたためである.

コマンドは, ROFFでは大文字,小文字いずれも許されているが, SROFFでは大文字だけに制限

した.コマンドを大文字にするのは, ROFFの場合でもテキスト部・分とコマンド部分を見分けやすく

するのに役に立つ.

貢のレイアウトに関しては, 1貢の行数, 1行の文字数等の論文推稿上あまり重要でないパラメー

タを1段組, 56行/戻, 60文字/行とプログラム内で固定している.デフォルト値を変更すれば

ある程度レイアウトを変えることが出来る様にプログラムしてある.貢番号も自動的に右肩に印字さ

*　九州大学工学部応用原子核工学教室

**　九大だけでなく東大等の大型計算機センターにも類似のシステムがあると聞いている.
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れる様に決めた.

自動分節は行わないが.PIが指定されていると行の終りとして空白だけでなくハイフンも区切と

して考慮される.また,右調整も,自動分節機能を省いたので,行なわない.

マクロ定義の個数は20ケまでに制限されていて,それ以上の定義があった時は無視される.しか

し,必要があれば後述するプログラムリスト内のDIM文中,mClS(20) ,MAC2S(20)とNMX

-20の20を大きくすれば変更できる.定義されたものは清書後にリストされる.

その他,初期値等いくつかの点でROFFの処理と異っている所があり得るが,大きな問題は生じな

い.細かい点についてはプログラムリストを読んで理解していただきたい.

5.使用法

プログラムはIF800のBASICで作成したが,標準的なマイクロソフト系のBASICで書かれ

ているので多くのマイコンで2, 3の変更だけで使用できると思われる(PC8800,9800では変

更なしで働く).また,Z80CPU用汎用OSであるCP/Mの下でのBASIC80 CMBASIC)イ

ンタープリ-タでも2 , 3の修正で使用できる.普通のBASICの場合,CP/MのMBASICの場

合に分けて簡単に使用法を説明する.

普通のBASICの場合には,プログラムリストに示されるSROFFプログラムをRUNさせると,

テキストファイル名が要求され,フロッピーディスクにあるそのテキストファイルからからSROFF

用のテキスト(コマンドを含む)を読んでくる.この場合のSROFF用テキストファイルはBASIC

のコメント文C REM文)の集合で, SROFFはBASICの文番号の部分を無視して,コメント文を

示す▼(プライム)より後をテキストと解釈する.だから,テキストフ7イルは一般にスクリーンエ

ディット可能なBASICで▼ (プライム)で始まるコメント文だけのプログラムとして作成すれば良

いので,簡単に作成,修正が出来る.ただし,テキストファイルは必ず,いわゆる,アスキーセーブ

する必要がある.テキストファイルはいくつか(最大6ケ)に分割されていてもよく,ファイル名が

要求された時指定すれば連続したファイルと見なされる. BASICでは大きなテキストフ7イルは1

度にプログラム頚城に入らないことが有るため,分割して作成出来る様にして,清書時に一連のもの

と見なされる様にした.

Cp/MのMBASICの場合には,テキストファイルは一般にエディタ(EDIT80あるいはWORD

MASTER等***)によって作成するので, BASICの文番号およびコメント文の印▼ (プライム)

のないテキストファイルの方が作り易い. CP/M版SROFFでは,このCP/Mのテキストファイ

ル,前述の文番号付BASICコメント文のテキストファイルのいずれかが選択できる.下にCP/M

版SROFFに対する入力の例を示した, TEXT TYPE-の行以外は普通のBASICの場合に対応し

ている.

***　Cp/Mには,この他にWORDSTARというエディタ・ワードプロセ・ソサがあり英文清書につ

いても便利で良く出来ていると聞いている.
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RUN

と　=====　SPOFF　くSUB-SET OF ROFF>

THIS PROGRAM Cl=IN PRINT　くi)　Formatted text controled bリ　SROFF-system,

or　(n)　Or191nal text file lma9e.

FORMRTTED TEXT PRIHT　<V/N>?　Vノ

くく　FORMATTED TEXT PRIHT　))

TEXT TVPE=　CPM.TEXT　<0>　or BfiSIC.REM (I)つ　βノ

0日　SCREEN　く0>　or OH PRINTER　く1)つ1ノ

FILEト伯ME=ト(BNPl.TXTノ

FILE NRME=HBHP2.TXTノ

FILE NRME=ノ

月DJUST PRGE HEflD OK IV/-H)つ　ソノ

PRlト1T P13GEJ PIHI,PEトID =つ1,18ノ

これらのテキストファイル(センターのROFFを意識して作成したもの)は,センターに端末プロ

グラムによって転送すればROFFに適応したデータセットとなる.端末プログラムには,フロッピー

ディスクにあるファイルを転送する機能が必要である. BASICのコメント文の形式のファイルは▼

(プライム)を取ってセンターTSSのEDITモードの状態で行番号つきで転送すればよく, CP/M

でのテキストファイルは行番号がないからINPUTモードで1行づつ転送すればよい.我々の研究室

ではIFTSS,CPMTSS端末プログラム[ 3 ]によって転送を実現している.

4.プログラム

プログラムリストを付録2に示した. CP/MのMBASICに対しては,リスト中の注に従って変

更すればよい.マイクロソフト系のBASICでもOPEN文の形式が異るものがあるので,その形式

を合わせる必要がある. FM8,7,11はこの類に入ると考えられるので,これらのマイコンでも使用

可能であろう.プログラムの構造はコマンドの追加,変更が容易である様に簡単にしたつもりである.

自動分節機能を除けば他のROFFコマンドを組込むことはそれ程難しくない.私自身はSROFFが論

文の作成,推稿のために必要な最小限の機能を持っていると考えて,プログラムはここまでとして,

論文を書く方に時間を使いたいと思っている.

なお,プログラムはセンターのデータセットとして保存しているので各端末より読み出すことが出

来る.データセット名は▼F0783. SROFF. TEXT▼であり,行番号はBASICのプログラムの文

番号に-致させてある.

5.おわりに

最近のマイコンは性能がよくなり,プリンタについても高分解能のものが入手できる様になってき

た.今後,ワードプロセッサに類することは,直接オフセット印刷用の図形の同時編集など複雑なこ

とがなければ,大型計算機を必ずしも必要としなくなっている様に感ずる.ここで紹介したSROFF

にもセンターのROFFと同じ機能を持たせられるだろうし, ROFFとの互換性を無視すれば論文で

良く使われるギリシャ文字の利用など便利な点を加えていくことが出来るだろう.ともあれ,現在の

SROFFはセンターのROFFのサブシステムとして互換性が保たれている点に特徴がある.これから

このSROFFを使用される方は,マイコンのシステムに応じて変更を加え,独自の英文清書プログラ

ムを作成されてはいかがかと思う.
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付録1. ROFFコマンド一覧とSROFFにおける制限
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○印はSROFFで使用可. -印は無視される.
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TS S端末としてのマイコン利用法(3)

付録2.プログラムリスト〝sROFF〝

10　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　SROFF

28SUBSETOF什ROFF"OFCOMPUTERCENTER,KVUSHUUNIU.
30'PROGRAMMEDBVN.KOORIく1982.HOU.15)くFORIF860orPC8860〉
48'***MODIFICflTIONFORCP/MISINCLUDEDくINDICRTEDBV●**)
50'modifiedbリN.KOORlく1983.flPR.25)
60'==========:己SSSBSSSSSssssfSff=t亡fJ,事羊££=ggg==££sss=s声
70DEFINTf1-Z:DIMMRCl事く26).MflC2*く28).FILEIN*く5)
80'DEFRULTUflLUES
96CMfiX=68:LMflX=56:HDC=5:ZSP事'3":ZES事=■¥:ZM只事=■事★■●♯DEFAULTS
ieepini=hpehd亡999:NM=8sNMX蝣20ォォ0【FllULT5
110SFIL=8:SCE=9:SPR=e:SCL=8:LSP=l:SPC=0:TllB巳e:ciH-e>pllGE=l:LNO=9:EPL-0
126STllRTPROGRflMME
130PR王NTCHR事く12>:PRINTsPRINT
149PRINTコSROFF(SUB-SETOFROFF)ま
158PRINT"THISPR06RRMCflNPRINT(i)FormattedtextcontroledbリSROFF-sysfcen.
"SPRINTSPflCE事く28)◆"orくii)Originaltextti.lei*柑9e."
168LINEINPUT"FORMRTTEDTE)くTPRINTくV′N);OK事:IFOK書く〉■VANDOK*く〉llリTHEN
538
X7QサFORMfiTTEDTEXTPRINT一一一
180PRINT"くくFORMRTTEDTE>くTPRINT〉>■
190'INPUT"TEXTTYPE=CPU.TEXTく8)orBfiSIC.REMくl>";TT2
:IFTTZくOORTTZ〉lTHEN199'***FORCPM,INSERTTHISLINE.
200INPUT"ONSCREENくe)orONPRINTER<1>"!SPR:IFSPRくeorspr〉1THENSPRge
210IFSPR=OTHENPINI=999
228FORFJJ=9TO5
238LINEINPUT"FILENflME="5FILEIN*<FJJ>
240IFFILEIN事くFJJ〉THENMFJJ=FJJ-l:60TO278
250NEXTFJJ
260MFJJ巳5
270IFSPR=OTHEN310
280LPRINTCHR書く12〉;
290LINEINPUT∩DJUSTPllGEHEflDOKくV/N)JOK事:IFOK書く>"V"flNDOK事く〉"y"THEN
2913
300IHPUTPRINTPlIGE;PINIrPEHD=";PINI,PEHD
'.IFPINI〉8flNDPINIく=PENDTHENSPR巳OELSEGOTO386
319FJJ亡0:OPENFILEIN*くFJJ)FORINPUTIIS#2'OPENFILE
328'FJJ=0:OPEN"I",2,FILEIN*くFJJ〉■*事*FORCPU,CHl川6EPREC.LINEBVTHIS.
338IFPflGE>=PINIRNDPl1GEく=PENDTHENSPR=1ELSESPRSO
348IFSPR巳1THENLPRINTSPfiCE事くHDC◆CMflX◆2>!!LPRINTU5IN6"###"jPflGE
ELSEPRINTSPllCESくHDC◆CMOX◆2〉事:PRINTUSING"###"JPIIGE
350-MfilNLOOP一一一-一一一一一
3.68IFEOFく2>GOTO430
370LINEINPUT#2,INTXT$
380'IFTTZ=OTHEN4130事FORCPM.INSERTTHISLINE.
390SS=INSTRくIHTXT*.>:IFSSく〉eflNDSSく=7THENINTXT事'MID事くINTXT事′55◆1)ELSE
PRINTERRINTEXTFILE:PRINTIHT)くT事:GOTO588
460SS=INSTRくINTXT事)HFSS=1THEトieosuB680IGOTO420亡=COMMflNDLINE
418GOSUB1560:GOTO428亡STEXTLINE
42860TO368
430IFFJJくMFJJTHENCLOSE#2:FJJ=FJJ+1:OPENFILEIN事くFJJ>FORINPUTIIS#2:60TO
360
440IFFJJくMFJJTHENCLOSE#2sFJJ=FJJ◆l:OPEN"I",2′FILEIN事<FJJ):GOTO360'***
FORCPM,CHRNGEPREC.LINEBVTHIS.
450GOSUB898
460IFNH>8THENPRINT"====MflCROTERMLIST亡t=～
470FORNZ=1TOト川
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480　PRINT NZ.MGCl*くNZ>,MflC2*くNZ)

496　NEXT NZ

508　CLOSE　#2:　END

518　　　　　　　　　　己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

520

539 '　　　　　　　　　ORIGINRL FILE IMflGE PRINT1

548　PRINT　　くく　ORI6INQL FILE　王Mf16E　>>'

559 INPUT "ON SCREEN　くe) or ON PRIHTER　<1>";SPR:IF　5PRく8　OR SPR〉1 THEN SPR=8

566　LINE　王NPUT "FILE NflME="sFILEIH事

570 IF SPR事O THEN　608

588　LPRINT CHRSく12);

598　LINE INPUT "ADJUST PIIGE HEllD OK　くYノN>? ";OK*:IF OK*く〉　　　flHD OK*く〉`リー　THEN

aa?

666　0PEN FILEINS FOR INPUT flS　#2

610 ' OPEN "I1 -2.FILEIN事　　　　　　　***　FOR CPM, CHqNGE PREC.LINE BV THIS.

620　IF EOF<2) GOTO　568

538　　LINE INPUT　#2,INTXT事

548　IF SPR=1 THEN LPRINT INTXT*　ELSE PRINT INTXT*

650　GOTO　528

668　CLOSE　#21　　END

[*Fi

58e　・　　　　　　　　　　　ROFF COMMllND PROC.

698　HP事　　　　'##　COMMRND COHO事=inter piriods

780　NPPォINSTRくNP+1,INTXT*," .">:IF NPP=O GOTO　720

710　COMD事-MID事くZNTXT事,NP+1′NPP-NP-1>!NPSNPP+l:80SUB　736:60T0　700

720　COMD*=ォID事くZNTXT事,NP◆l)呈SOSUB　?30sRETURN

738 '　　　-　　EXEC ROFF COMMflND

748　60SUB l160　　　　　　,♯ォ　COMD PRRfi.　　CCC事　CCPl*,CCP2事

758 IF CCC*く〉　FI" THEN　760　ELSE IF LEFT事くCCPI事,1)丘　N" THEH SFIL=l:60T0　869　　ELSE

SFIL=9!GOTO　860

76e if ccc事く〉　CE" THEN　770　ELSE IF LEFT*くCCPl*,1>="N' THEN SCE=l:6OTO　868　　ELSE

SCE事9:GOT0　860

771i IF CCC*く〉　BR" THEN　780　ELSE GOSUB　896iSOT0　860

780 IF CCC事く〉　BP" THEN　790　ELSE GOSUB　970S6OTO　868

790 IF CCC書く〉　LS"　THEN　898　ELSE LSP=UllLくCCPl書>:IF LSP〉gl IINO LSP<=3　THEN　86B

ELSE LSP=l:60TO　869

860 IF CCC事く〉　SP" THEN　810　ELSE SPC∑UflL<CCPl*):eOSUB 1810:SOTO　850

818 IF CCC事く〉　TB" THEN　820　ELSE TRB事URLくCCPl事):6OTO　858

828 IF CCC*く〉 IN*　THEN　836　ELSE CIN己URLくCCPlS>-1S6OTO　868

836 IF CCC*く〉　CC" THEN　848　ELSE CHTS=LEFT事くCCPl事,l)s CHT2事=MID*くCCPl事,2,1>:　　IF

CHT2事'"S" THEN ZSP事蝣CHT事主GOTO　860　ELSE IF CHT2S="M" THEN ZMfl事=CHT*:60TO　86e

ELSE IF CHT2事Il'EI THEH ZES事サCHT事IGOTO　868　ELSE　60T0　868

84e if ccc事く〉-MU" THEN　850　ELSE SOSUB 1350:60T0　858

858 IF CCC事く〉　CL" THEN　860　ELSE GOSUB　890:flTXT事・SPflCEf<CMRX):

MID事(RTXT事,UALくCCPl*) LEWくCCP2事)>=CCP2事:SCL=l:SOTO　860

860　RETURN

879　　　　　　　　書sssst　　　昌SSSSSKSS事ssssss==sさ　　　　　　ま2

880 '==-=　SUBROUTINES　菩-2-sJ.ss

896　　　　　　　　BREAK TEXT LINE i.e. PRINT 1-LINE PRECEEDED　　　　一一

998 IF EPL=O THEN IF SCL=O THEN RETURN ELSE PTXT事=RT>くT事:SCL=0:6OTO　930

918　LPTXT-LENCPTXT*>:IF LPTXT>CォfiX THEN PTXT事=LEFT事くPT〉くT事′CMRX)

928 IF SCLS1 THEN MID事くPTXT事, I,Tl柑〉=LEFT*<flT)くT*,Tf柑>:SCL=8　　〉〉 INSERT

930　60SUB 1318　　　　　　　〉〉　CHIIN6E SP-CHRRB.

940 IF SPR=1　THEN LPRINT SPfiCE*くHDC)◆PTXT事　ELSE PRINT SPIIcESくHDO◆PT)くT暮

956　eOSUB 1420　　　　　　　〉〉　LINE　&　PflSE CONTROL

960 」PL=9:RETURN
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978 '　　　　　　BREPK PfiGE

980　GOSUB　8908IF LNO=O THEN RETURN

990　GOSUB llOO　　　　　　　　〉〉　EJECT PflGE

1688　RETURN

1910 '　　　　　SP白CE LINE　-一一--

1620　GOSUB　898　　　　　‡IF LH0く〉O THEN SPC=SPC-1

1939　FOR l=1 TO SPC

1940　IF SPR=1 THEN LPRH‖r ELSE PRINT

1650　　LNO=Lト10◆1

1060　IF LNOくLMRX THEN 1080

1970　　GOSUB llO8　　　　　　　〉〉　EJECT PflGE

IO80　HE)くT I

1690　RETURN

nee　・-一一一　　EJECT POSE

me Lno=e:　　prgE =PflSE+1
1120 IF SPR=1 THEN LPRINT CHR*<12)J

1130 IF PRGE〉=PINI RND PfiGEく=PEND THEN SPR=1 ELS【　SPR=8

1148　IF SPR=1 THEN LPRINT SPPCE事(HDC◆CMRX◆2>;s LPRINT USING "###"JPqGE

ELSE PRINT SPRCESCHDC◆CMflX◆2)HPRIMT USIHG "##♯ ;PR8E

l158　RETURN

1160 '　　　　　　COMO PfiR角

1170　CCC事=.=!CCPl*="":CCP2*3

1180　PSP=INSTRくCOMD*.　　)SIF PSP=O THEN CCC事'LEFT事<COMD事,2):GOTO 1300

1198 IF PSP=1 THEN COMD*=サMID事<COMD事,2):GOTO 1188

1290 IF PSPく〉3　THEN 1290

1210　CCC*=LEFT事くCOMO事　2):IF LEH(COMDS)〉=4　THEN COMD*=MID*<COMD事′4)!60TO 1220

ELSE 1360

1220　PSP=IHSTRくCOMD*,　)HF PSP=O THEN CCPlS=COMD*ISOTO 1308

1230 IF PSP=1 THEN COォD*=MID事くCOMD*,2):60T0 1220

1240 IF CCC事く〉　MU"　THEN 1250　ELSE CCPl事=COMD*SGOTO 1300

1258　CCPl事芦LEFT*くCOMD事　PSP-1):IF LEN<COMD*)〉己PSP+1 THEN COMD事=MID事CCOMCは　PSP+1)=

GOTO 1268　ELSE 1360

1269　PSP=INSTRくCOMD*.　　):IF PSP=O THEN CCP2事`COMD事S GOTO 1300

1279 IF PSP=1 THEN COMD*=MIDf<COMD事,2:‖GOTO 1268

1268　CCP2事=LEFT書くCOMD事,PSP-1)

1290 '〉〉　HERE. ERROR POINT

1380　RETURN

1318 '　　　　　　CHRNGE SP-CHRRfi　　-----

1328　PSP亡8

1338　PSPl=どINSTRくPSP+l.PTXT事,Z5P事>:IF PSPl=O THEN RETURN

1340 IF PSPl=1 THEN MID事(PTXT事　PSPl,1>=" "sPSP=PSPIS60T0 1338　ELSE IF MID事くPTXT事

,PSP1-1,1)=ZES事　THEN PTXT*=LEFT*くPTXT事　PSP1-2)◆mid*くPTXT事′PSPl>sPSP=PSPl-i:GOTO

1330　ELSE MID*<PTXT事′PSPl,1)　　:PSP=PSPl:60T0 1330

1350 '　　--　　MfiCRO DEF.

1360　IF NM〉=NMX THEN RETURN

1378　NM=NM◆l:DLC事=LEFT事<CCPlサ,1)

1380　PDC=INSTR<2′CCPl*.DLC*>:IF PDC=O THEN NM=NM-1:RETURN

1390　MIClSくNM>=MID*くCCPl事,2,PDC-2〉

1408　PDCl=INSTRくPDC+1,CCPl*,OLC事>:　IF PDCl=O THEH MPC2*くNn) =MID*くCCPl事,PDC◆lH

RETURN ELSE MIIC2*<NM) =MIDSくCCPl*,PDC◆1.PDCl-PDC-1)8RETURN

1416　MflC2事くNM〉　=MID*くCCPl事,PDC◆i.PDCl-PDC-i)

1429 '　　　　　　LINE　&　PRGE CONTROL　　---A

1430　IF LSP=1　THEN 1460

1446 IF LSPく〉2　THEN 1458　ELSE IF SPR=1　THEN LPRINT:60TO 14613　　ELSE PRINT:60TO

1460

1450 IF LSPく〉3　THEN 1460　ELSE IF　≦PR=1 THEN LPRINT:LPRINT:60TO 1460　∈LSE PRINT:

PRIHT:60TO 1460
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1468　LNO=LNO◆LSP

1479 IF LNOくLMRX THEN RETURN

1489　GOSUB l188　　　　　　　　　　　〉〉　EJECT Pf柑E

1490　RETURN

1500　　-　　　　　ERRSE DOUBLING SP SUB.

1518　SSP=INSTRくZNT)くT事,'・　->

1520　SSPl=INSTRくSSP+1,INTXTS.　)SIF SSPl=O THEN RETURN

1538 IF SSPl-SSP=I THEN INTXT事=LEFT*くINTXT*,SSP)+MID書くHJTXT事'SSPl+l>:eOTO 1520

ELSE SSP=SSPlサ60TO 1520

1540 '　　　　　　CENTERING SUB

1559　SHFT>くCMRX-LEHくPTXT事>)/-2:IF SHFTく　蝣8　THEN RETURN

ELSE PT>く丁事=SPflCE*くSHFT)◆PT〉くT事JR【TURN

1560 '　　　-　　　　　　TEXT LINE PROC.　　　-

1570　　〉〉　MfiCRO TERM　くCONSIDERING ESC∩PE C>

1589　PSP‡8　　　　　　'〉〉 1-ST MRCRO CHfiRfi.

1599　PSPl=INSTRくPSP+1,IHTXT事,ZMllS>sIF PSPl=O THEN 1698

1688 IF PSPl=1　THEN 1616　ELSE　　王　　　MID*くZNTXT*,PSP1-1'1)=ZES*　　THEN INT>くTS=

LEFT*くZNTXT事,PSP1-2)+MIO*くINT>くT暮,PSPl>:PSP=PSP1-1:60TO 1590

1618　PSP=PSPl　　　　　　〉　2-ND MflCRO CHflRfl.

1620　PSP2=INSTRくPSPl◆1,INTXT暮,ZMfl*>:IF PSP2=O THEN 1590

1638 IF MID事くINTXT事,PSP2-1.1) =ZES事　THEN IHTXT*=LEFT事くINT)くT*,PSP2-2>+MIl>*くIHTXTS'

PSP2>:PSP=PSP2-l:60TO 1628

1640　PSP=PSP2サMIICT書きMID事くINTXTサ,PSPl+1,PSP2-PSP1-1)2IF M11CT事=‥　THEN 1590

1550　FOR NZ=1　TO NM

1569 IF MflCT事=MfiCl事くNZ) THEN INTXT*=LEFT*くINTXT*,PSP1-1)◆MRC2事(NZ)◆MID事くINTXTS'

PSP2◆1X60TO　1598

1670　NEXT NZsGOTO 1599

1688　′〉〉　TEXT PROC. INTXT事一一一〉PTXT事

1690 IF SFIL=6　THEN 1780　ELSE GOSUB　890日F SCE=O THEN PTXT事=INTXT*:EPL=ls　60SUB
1546:60SUB　896‡RETURN ELSE PTXT事=SP11CESくTRB>+INTXTS:EPL=1‡GOSUB　890:RETURH

1708 '〉〉　FILL TEXT Cl15E

1718　80SUB 1500　　　　　　　〉〉　ERASE DOUBLING SP

1728 IF LEFT書くINTXT事,1>=" " THEN　60SUB　890サPTXT事<SPflCE事くTRB+CIN)◆lNTXT事　　GOTO

1748

1730 IF EPL=O THEN PT)くT*=SPRCE事くTRB>+INTXT事　ELSE PTXT事=PT)くT*+'　・+IHTXT$

1740　EPL-1ILPTXT=LENくPTXT事)

1758 IF LPTXTくCMPX THEN RETURN

1768　〉〉　SElIRCH DELIMITING SP　&　DIUID【 TEXT LINE

1778　SSD=e

1788　SSDl=INSTRくSSD+l.PT)くT事,--ォ)HF SSDlく〉e RND SSDlく=CMfiX THEN SSD=SSDls　　60TO

1788

1799　SSD-SSD+1

1800　SSP=e

1818　SSPl£INSTR(SSP+1,PT>くT事t" ")HIF SSPlく〉e rnd sspiく　=CMRX◆1 THEN SSP=SSPl: 80TO

1818

1826 IF SSD〉SSP THEN STXT*=MID*くPT)くT事,SSD>:PTXT事2L【FT事くPTXT事,SSD-1>:60SUB　899;

60TO 1846

1830　ST)くT事'MID事くPT〉くT事,SSP+1)SPTXT事£LEFT書くPTXT*,SSP-1>!6OSUB　890

1840　PT>くT事'SPRCEl:くTf柑)◆STXT事S60TO 1746

1858　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

I860　END
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